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合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
ま
た

は
下
水
道
へ
の
接
続
は
お
済
み
で

す
か
。
河
川
の
水
質
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
下
水
道
認
可
区

域
以
外
の
地
域
で
は
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
推
進
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

者
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
設
置

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
み
を
浄
化
す
る
単
独

処
理
浄
化
槽
で
は
、
台
所
や
風
呂
、

洗
濯
の
排
水
は
浄
化
さ
れ
な
い
ま

ま
の
状
態
で
放
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
汲
み
取
り
便
槽
も
含
め
て

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
お
よ

び
一
定
要
件
を
満
た
す
汲
み
取
り

便
所
や
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

新
築
ま
た
は
増
改
築
に
合
わ
せ

た
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
浄
化
槽
工
事
業
者

に
相
談
の
う
え
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
件
数
が
予
定
を
超

え
た
場
合
、
先
着
順
で
補
助
を
締

め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
地
域　

公
共
下
水
道
の
事
業

計
画
の
認
可
を
受
け
た
区
域
以

外
の
市
全
域
。

※
下
水
道
認
可
区
域
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
に
、
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方
。

補
助
金
の
額

▽
新　

築

・
５
人
槽　

16
万
６
千
円

・
７
人
槽　

20
万
７
千
円

・
10
人
槽　

27
万
４
千
円

▽
汲
み
取
り
ま
た
は
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
の
切
り
替
え

・
５
人
槽　

33
万
２
千
円

・
７
人
槽　

41
万
４
千
円

・
10
人
槽　

54
万
８
千
円

単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費

・
３
万
円
〜
４
万
５
千
円

汲
み
取
り
便
槽
撤
去
費

・
全
撤
去
３
万
円

環

境

衛

生

の

お

知

ら

せ

合
併
処
理
浄
化
槽

 

設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
市
内
の
21
河
川
34
ヵ
所

で
年
２
回
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

河
川
水
質
検
査
実
施
河
川

　

阿
武
隈
川
、
六
角
川
、
鯉
川
、

杉
田
川
、
羽
石
川
、
平
石
川
、
原

瀬
川
、
箕
輪
用
水
、
払
川
、
油
井

川
、
浅
川
、
水
原
川
、
轟
川
、
小

浜
川
、
移
川
、
口
太
川
、
針
道
川
、

木
幡
川
、
若
宮
川
、
安
達
太
田
川
、

立
石
川

平
成
22
年
度
河
川
水
質
検
査
結
果

の
概
要　

　

水
質
の
汚
れ
を
量
る
尺
度
と
し

て
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）と
い
う
尺
度
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
河
川
で
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
環
境
基

準
を
上
回
っ
て
い
る
河
川
は
鯉
川

と
轟
川
の
２
河
川
。
環
境
基
準
は

下
回
っ
た
も
の
の
数
値
が
高
か
っ

た
河
川
は
、
六
角
川
、
羽
石
川
、

浅
川
の
３
河
川
で
す
。

　

ま
た
、
し
尿
汚
染
の
指
標
と
さ

れ
る
大
腸
菌
群
数
に
つ
い
て
は
、

箕
輪
用
水
を
除
い
た
20
河
川
全
て

で
、
国
で
定
め
る
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
環
境
基
準（
河
川
）を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
河
川
が
し
尿
で
汚
さ
れ

て
お
り
、
決
し
て
き
れ
い
と
は
い

え
な
い
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

考
え
ら
れ
る
汚
れ
の
主
な
原
因

①
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活

排
水

②
野
積
み
さ
れ
た
し
尿
等
か
ら
の

染
み
出
し

③
小
規
模
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ

　

る
事
業
に
伴
っ
て
生
じ
る
汚
水

解
決
策

①
下
水
道
区
域
で
の
下
水
道
へ
の

接
続

②
単
独
処
理
浄
化
槽（
み
な
し
浄

化
槽
）や
汲
み
取
り
便
所
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替

え
③
水
を
汚
さ
な
い
生
活
の
工
夫

Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）と
は

　

水
中
の
有
機
物
等
が
微
生
物
の

働
き
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
の
に

要
し
た
酸
素
の
量
で
示
し
た
水
質

の
指
標
。
単
位
は
mg
／
ℓ
。
水
質

が
悪
い
と
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

大
腸
菌
群
数
と
は

　

採
水
し
た
水
を
培
養
す
る
と
、

そ
の
中
に
大
腸
菌
お
よ
び
大
腸
菌

と
性
質
が
似
て
い
る
細
菌
が
集
ま

り
を
形
成
し
ま
す
。
そ
の
数
が
大

腸
菌
群
数
で
あ
り
、
し
尿
汚
染
の

指
標
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
水
を
大
切
に
使
用
し
、

自
然
に
戻
す
と
き
に
は
、
で
き
る

だ
け
き
れ
い
に
し
て
返
す
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

口
太
川
上
流
に
位
置
す
る
富
岡

興
業（
株
）旧
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
は
、
平
成
21
年
12
月
に
許
可

取
消
し
と
な
っ
て
か
ら
も
、
処
分

場
か
ら
の
浸
出
水
を
蒸
発
散
に
よ

り
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
処
分
場

内
の
滞
留
水
を
緊
急
に
処
理
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
県
は
４
月

４
日
に
排
水
処
理
施
設
で
の
水
処

理
後
の
放
流
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

市
は
県
に
対
し
放
流
を
即
刻
止

め
る
よ
う
強
く
抗
議
し
ま
し
た
が
、

県
は
今
後
も
放
流
を
続
け
る
と
の

姿
勢
で
あ
り
ま
す
。

　

県
に
対
し
適
正
な
指
導
管
理
を

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎（
55
）５
１
０
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

平
成
22
年
度
河
川
水
質
検
査

結
果
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す

富
岡
興
業（
株
）旧
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
か
ら
の
排
水

処
理
水
の
放
流
に
つ
い
て


